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乱開発を防止

宇治市土地開発規制条例が制定

発行所宇治市役所

京都府宇治ｉＦ宇治琵琶33番地

電話03141㈹

印刷所新進堂印刷

市の人口

（昭和52年2月1日現在）

世帯数40，981世帯

前月比36世帯増
140，630人

71，085人

69．545人

248人増

口
男
女
比
月

人
前

積面

▽
…
…
乱
開
発
に
よ
る
災
害
を
事
前
に
防
ぐ
た
め
の
「
宇
治
市
土
地
開
発
行
為
の
…
…
△

▽
：
…
規
制
に
関
す
る
条
例
」
か
、
さ
る
一
月
に
開
か
れ
た
市
議
会
十
二
月
定
例
…
…
△

▽
…
…
会
で
可
決
さ
れ
、
三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
…
…
△

3
月
か
ら
宅
造
規
制
区
域
に
適
用

宇
治
市
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
後
半

か
ら
住
宅
化
が
急
速
に
進
み
、
と
く
に

四
十
七
年
か
ら
四
十
八
年
に
か
け
て
は

ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
宇
治
Ｉ
Ｅ
で
は
、
都
市
叶
画
法
や
宅

地
造
成
等
規
制
法
に
よ
っ
て
宅
地
開
発

を
指
導
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
が
き
め
た
法
令
に
は
、

不
備
な
点
が
あ
っ
た
り
、
宇
治
市
の
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
四
十
三
年
、
市
独
自
の
宅
地
開

発
指
4
妥
綱
を
制
定
。
五
十
年
に
は
、

さ
ら
に
小
規
襖
開
発
の
規
制
要
綱
も
制

定
し
、
快
適
な
ｍ
ｍ
づ
く
り
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
宅
地
造
成
の

規
制
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

昨
年
十
二
月
二
十
五
‐
に
招
集
さ
れ
、
越
年
し
て

い
た
。
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
宇
治
市
議
会
定
例
会

は
、
去
る
一
月
二
十
日
か
ら
再
会
さ
れ
、
一
月
二
十

九
日
に
、
す
べ
て
の
案
件
の
審
議
を
終
了
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
約
十
億
五
千
万

円
に
の
ぽ
る
一
般
会
計
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
、
五
十
年
度
よ
り
さ
ら
に

窮
迫
の
度
を
増
し
た
本
市
の
財
政
事

情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
校
建
設
費

に
約
三
億
七
千
方
円
が
叶
上
さ
れ
る

な
ど
、
曾
耀
居
に
直
接
か
か
わ
り

の
あ
る
経
費
を
中
心
と
し
た
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
良
好
な
環
境
保
全
の
た
め

宇
治
市
土
地
開
発
規
制
条
例
が
提
案

さ
れ
た
ほ
か
、
二
十
五
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

一
股
質
問
は
、
一
月
二
十
四
日
か

ら
三
日
間
が
あ
て
ら
れ
、
各
会
派
か

ら
十
一
人
が
旦
壇
。
財
政
危
機
、

トル67

れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
芦
し
か
し
、
最
近
の
開
発
行
為
の
な
か

ま
し
た
。規制の対象地域第

二
ご
み
焼
却
場
建
設
等
、
当
面
す

る
ｍ
．
問
題
に
対
す
る
市
長
の
基
本

姿
努
が
問
い
た
だ
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日

二
十
九
日
の
三
日
問
、
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
結
果
、
二
十
五
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
に
『
副
刻
ｔ
引
眉
い
剔

）
〇
交
通
災
雷
共
済
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
ニ
・
三
号
）

〇
水
道
事
菜
会
計
補
正
予
算
（
一
・

二
号
）

〇
国
民
健
康
保
険
事
菜
特
別
会
計
補

正
予
算
（
二
号
）

に
し
て
規
制
を
の
が
れ
、
土
地
の
1
開

発
に
よ
っ
て
付
近
の
住
民
に
災
害
を
も

た
ら
す
よ
う
な
例
も
起
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
令
で
規
制
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
市
独
自
で
対

処
し
、
市
や
事
業
者
、
。
市
民
が
Ｉ
体
と

な
っ
て
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
る
た
め
「
宇
治
市
環
境
保
全
基
本
条

例
」
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

条
例
の
あ
ら
ま
し

〔
目
的
〕

土
地
開
発
に
伴
う
が
け
ぐ
ず
れ
や
土

砂
の
流
出
、
出
水
等
に
よ
る
被
害
を
事

前
に
防
止
し
、
市
民
の
生
命
や
財
産
、

良
好
な
環
境
を
守
る
。

者
、
投
開
票
立
会
人
、
選
挙
立
会

人
の
報
酬
．
顛
の
引
き
上
げ
）

〇
山
岸
愛
奨
学
基
金
条
例
の
制
定

〇
坂
野
彰
一
奨
学
基
金
条
例
の
制
定

（
右
二
件
は
、
両
氏
か
ら
お
の
お

の
七
十
万
円
の
指
定
寄
附
が
あ
り

こ
れ
に
よ
り
、
奨
学
資
金
制
度
を

1
0
億
円
余
の
補
正
予
算
可
決

越
年
し
た
1
2
月
定
例
会
か
ら

ま
た
、
昨
年
九
月
定
例
会
で
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
一
日

間
に
わ
た
り
、
審
議
さ
れ
て
い
ま
し

た
昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計
決
算
等

二
頷
案
は
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

Λ
可
決
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
一
股
会
叶
禰
正
予
算
（
六
・
七
号

○
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
二
号
）

〇
公
共
下
水
道
事
茉
特
別
会
計
補
正

予
算
（
一
号
）

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
投
開
票
管
理

実
施
す
る
も
の
）

○
財
産
の
取
得
（
大
開
小
、
平
盛
小

南
宇
治
中
の
増
築
施
設
）

〇
育
児
休
業
に
係
る
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
（
育
児
休
業
の
許

可
を
受
け
た
職
員
の
給
与
等
の
取

り
扱
い
規
程
）

宇
治
市

監
査
委
員

矢
野
勝
正
さ
ん

宇
治
市
監
査
委
員
の
矢
野
勝
正
さ
ん

（
伊
勢
田
町
中
山
四
七
、
6
9
歳
）
は
、

〔
規
制
の
対
象
〕

・
区
域
・
・
・
現
在
の
宅
地
造
成
等
規
制
区

域
と
志
津
川
全
颯
（
略
図
参
照
）

・
開
発
面
積
・
・
・
土
地
の
区
画
形
質
の
変

更
の
場
合
は
五
百
平
方
μ
以
上
。

土
砂
の
採
取
の
場
合
は
計
画
面
積

五
百
平
方
μ
以
上
、
ま
た
は
計
画

採
取
量
三
百
立
方
μ
以
上
。

た
だ
し
、
都
市
計
画
法
や
宅
地
造
成

等
規
制
法
、
砂
利
採
取
法
、
森
林
法
な

ど
の
法
律
の
適
田
を
受
け
る
開
発
行
為

に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
は
適
用
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

公
社
な
ど
の
事
業
も
適
用
除
外
と
な
り

ま
す
。

〔
事
前
協
議
と
承
認
申
請
〕

区
域
内
で
開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す

る
人
は
、
事
前
に
開
発
計
画
を
市
長
に

提
出
し
、
協
議
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
申
請
書
奎
巾
長
に
提
出

○
公
会
堂
等
の
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
肇
ｍ
（

妙
楽
集
会
所
ほ
か
三
集
会
所
の
設

置
に
伴
う
も
の
）

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

○
あ
き
地
の
雑
草
等
の
除
去
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
右
二
件
は

環
境
保
全
基
本
条
例
の
本
旨
に
基

づ
く
条
例
と
し
て
制
定
）

〇
災
害
弔
慰
令
一
の
支
給
及
び
災
害
援

護
資
公
一
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例

の
｝
部
改
正
（
法
律
の
改
正
に
伴

う
も
の
）

○
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
人
事
院
勧
告
に
基
づ

い
て
市
職
員
の
給
料
等
を
改
正
）

○
土
地
開
発
行
為
の
規
制
に
関
す
る

条
例
の
制
定

○
市
職
員
の
公
務
災
害
等
に
伴
う
見

舞
公
一
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制

京
都
市
内
の
京
大
付
属
病
院
で
入
院
加

療
中
で
し
た
が
、
さ
る
一
月
三
十
一
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
さ
ん
は
、
昭
和
六
年
に
京
大
工

学
郷
土
木
工
学
科
を
卒
業
、
京
都
府
や

建
殷
省
に
勤
務
し
た
の
ち
、
二
十
六
年

か
ら
京
大
防
災
研
Ｓ
臍
教
授
、
同
研
究

所
長
な
ど
を
歴
任
し
、
四
十
六
年
退
官

京
大
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

し
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

〔
処
分
等
〕

こ
の
条
例
に
違
反
し
た
場
合
、
市
長

は
、
監
督
処
分
や
保
全
命
令
、
氏
名
の

公
表
、
代
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

四
十
八
年
八
月
に
は
、

委
員
に
就
任
。

て
、
技
術
関
係
の
監
査
に
ご
活
躍
い
た

だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
年
十
月
か
ら
は
宇
治
橋

付
近
景
観
保
全
対
策
協
議
会
の
会
長
と

し
て
、
ま
た
、
五
十
一
年
十
月
か
ら
は

総
合
計
画
審
議
会
委
員
と
し
て
、
防
災

や
都
市
計
画
な
ど
宇
治
の
ま
ち
づ
く
り

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

‘
こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

す
。
ま
た
最
高
二
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
十
万
円
以
下
の
罰
則
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
条
例
の
担
当
課
は
市
役

所
の
建
設
部
都
市
整
備
課
で
す
。

2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

市
・
府
民
税
の
申
告

こ
と
し
も
、
市
・
町
氏
税
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
す
で
に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
一
年
中
に
所
得

の
あ
っ
た
方
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
給
与
所
得
の
み
で

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
役

定
（
公
務
災
害
に
対
す
る
本
市
独

自
措
置
と
し
て
見
舞
金
を
制
度
化

す
る
も
の
）

○
特
別
職
の
職
員
に
支
給
す
る
退
職

手
当
に
つ
い
て
（
前
渡
辺
市
長
が

死
亡
に
よ
り
退
職
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
支
給
）

Ａ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
Ｖ

（
）
昭
和
五
十
二
年
度
政
府
予
算
案
に

対
す
る
意
見
書

Λ
採
択
さ
れ
た
請
願
Ｖ

Ｏ
宇
治
小
学
校
校
舎
施
設
の
改
善
に

つ
い
て
の
請
願

Ｏ
岡
屋
小
学
校
校
舎
施
設
に
つ
い
て

の
請
願

Ｏ
道
路
改
修
舗
装
・
側
溝
排
水
路
整

備
・
交
通
規
制
に
関
す
る
請
願

所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人
や
、

へ
確
定
申
告
を
し
た
人
は
市
・

の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
。
・
府
民
税
の
申
告
は
ヽ
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
に
、

市
役
所
市
民
税
課
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。な

お
、
申
告
期
間
中
の
毎
土
曜
日
と

三
月
十
三
日
の
日
曜
日
は
、
平
日
ど
お

り
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
け

付
け
し
ま
す
。

ま
た
、
出
張
受
け
付
け
も
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

・
三
月
一
日
六
地
蔵
公
会
堂

旦
椋
公
会
堂

・
三
月
二
日
西
小
倉
集
会
所

京
銀
六
地
蔵
支
店

・
三
月
三
日
紫
ケ
丘
公
民
館

阪
大
久
保
雄
会
所

・
三
月
四
日
伊
勢
田
公
民
館

西
岡
屋
会
館

・
三
月
五
日
東
宇
治
消
防
分
署

・
三
月
七
日
木
幡
公
民
館

小
倉
公
民
館

・
三
月
十
三
日
任
天
堂
宇
治
工
場

・
『
広
野
公
民
館

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で

（
市
民
税
課
）

／／
●●大特価セール実施中
●用途に応じて選べる1．3ｍ’（0．4坪から）

6．6ｍ（2坪）までの豊富な10機種

・素材はさびを知らない特殊カラー鋼板

●色はクリームとローズのツートンカラー

・お求めやすい手頃なお値段
■総合金物商■

建築金物，機械工具，日曜大工道具，水道・ガス配管材料
国鉄宇聊駅前ＴＥＬ（22）2131

マルカン金物㈱
■ナショナル住専店■

冷・暖・給湯設備設計施工
宇治橋通り3丁目ＴＥＬ（22）7100

461

議
会
だ
よ
り
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昭
和
五
十
年
度
の
各
会
計
の
決
算
は
、
昨
午
十
月
か
ら
決
算
特
別
委
員
会
で
審

査
か
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
、
一
月
に
開
か
れ
た
十
二
月
定
例
会
で
そ
の
結
果

か
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

=昭和50年度

≧に 歳入総額 歳出総額
歳入歳出

差引額

翌年度繰

越し財源
実質収支

単年度

収支

一般会計

国民健ｍ険

特農業共済

別交通共済

ご公紆水道計

一住宅改修貸付

宅地取得貸付

水道企業

139億4，035万

11億6，073万

1，493万

2．242万

1．125万

2，474万

1，961万

12億5，272万

145億3．581万

ｎ億7．801万

1．323万

1．682万

1．125万

2．404万

1，955万

13億7，334万

△5撞9，546万

△1．728万

170万

9万

〇

70万

6万

△1億2，062万

3．347万

〇

〇

〇

〇

〇

〇

6，748万

△6億2，893万

△1，728万

170万

560万

〇

70万

6万

△1億8，810万

△3億7，325万

△3，039万

68万

222万

〇

15万

6万

家
庭
電
化
の
か
け
声
に
の
っ
て
、

各
種
の
家
扁
用
電
気
製
品
が
電
気
店

の
店
頭
に
あ
ふ
れ
、
各
メ
ー
カ
ー
は

そ
の
特
長
を
競
い
合
っ
て
宣
伝
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
私
た
ら
は
選

ぶ
の
に
苦
労
す
る
ぱ
か
り
で
な
ぺ

外
見
だ
け
に
目
菅
つ
ぱ
わ
れ
、
使
い

に
く
い
製
品
を
買
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

電
気
製
品
を
選
ぷ
う
え
で
重
要
な

こ
と
は
、
家
族
の
人
歎
や
家
の
広
さ

な
ど
買
う
人
の
条
件
に
合
っ
て
い
る

か
、
安
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
か
な

ど
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
電
ｍ

品
に
は
、
品
質
や
安
全
性
を
老
ポ
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
買
い
求
め
に
な
る

電
気
製
品
の
表
示

ま
す
。
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
し
く
み
な
も
の
と
し
て
、
図
の
よ
う
な
マ
ー

で
働
い
て
い
る
か
（
方
式
）
や
、
働

き
の
大
小
（
容
ａ
）
な
ど
を
確
か
め

る
必
興
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
家
庭
用
品
品
質
老
不
法
」
で
は
、

各
々
の
商
品
に
つ
い
て
品
質
の
違
い

が
わ
か
る
よ
う
に
、
沓
ｙ
す
べ
き
事

柄
を
き
め
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
商
品
は
、
電
気
洗
だ

⑦
甲

ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
商

品
が
国
の
き
め
た
基
準
に
合
っ
た
安

全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
昂
忌
す
も
の

で
す
。

罷
定
さ
れ
た
各
会
計
の
決
算
額
は
上

の
表
の
と
お
り
で
す
。
と
ぐ
に
、
一
般

会
叶
で
は
、
爽
質
収
支
で
約
六
億
二
、

八
九
〇
万
円
と
い
う
大
き
な
赤
宇
が
出

】
’
般

昭和50年度会計別決算収支の状況調（位：円）

蔵出

電気洗たく機の表示例

法定品質表示

て
お
り
、
財
政
危
機
の
畝
し
さ
。
示
さ
た
が
、
総
括
質
疑
の
な
か
で
、

れ
て
い
ま
Ｉ
①
多
額
の
不
用
額
が
生
ま
れ
て
い
る
が

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
延

い
ら
心

財
政
危
機
の
な
か
で
は
Ｉ
定
や
む
を

日
間
に
わ
た
っ
て
番
観
が
行
わ
れ
ま
し
得
な
い
面
が
あ
る
に
し
て
も
、
市
民

教育費

民生費

総務ｆｔ
会
計
の
歳
入
歳
出

±木費

公債費

衛｀生費

一晶名及ぴ形名ＣＯ脱水せんたく機ぺｆこ・ｉｓ型

せんたくの方式うず≪式

標準使用水量120’・

外形寸■£幅’ｅＳＳｍ．

奥行38Ｓｎｎ

高さ≪93≫ｍ

ａードの長さ2．0ｍ

使用上の注憲イ、湿気の少ない崎所で、か

つアースを取りｆｔけて使用

してください．

ロ、竃諏はできるだけコンセ

ントを使用してくｔｉｉい．

ハ、脱水槽≫’36全に止ａま

では、乎を入れないでくだ

さ・．＞．

表示＊○○電気株式会社

消防費

労働費

繰Ｕ充用金

その他

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る

②
教
育
施
殴
の
増
・
改
築
の
設
叶
委
託

に
つ
い
て
も
随
意
契
約
で
は
な
く
、

一
般
競
争
入
札
で
公
平
を
期
す
べ
き

で
あ
る

財
政
再
建
団
体
と
は

せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
指
定
を
受
け
る

と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た
し

か
に
、
地
方
債
の
借
り
入
れ
が
ゆ
る

め
ら
れ
た
り
、
一
時
借
入
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
や
赤
字
額
に
対
す
る
若
干

の
利
子
補
給
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
歳
入

面
で
は
、
保
育
料
や
各
種
の
傀
用
料

・
手
数
料
の
引
き
上
げ
な
ど
住
民
負

担
の
増
大
を
せ
ま
ら
れ
八
歳
出
圃
で

も
、
物
件
費
や
人
件
賢
の
極
端
な
抑

制
、
建
設
事
業
や
福
祉
施
策
の
打
ち

切
り
な
ど
、
細
部
に
わ
た
り
国
の
足

か
せ
を
は
め
ら
れ
、
宇
治
市
の
独
自

行
政
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

や
や
値
下
り
へ

第
3
回
灯
油
価
格
調
査

宇
治
市
消
費
牛
居
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

第
三
回
灯
油
価
格
調
査
の
結
果
が
、
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
一
月
十
五
日
現
在
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、
平
均
価
格
は
店
頭
、

宅
配
価
格
と
も
昨
年
十
二
月
の
第
二
回

調
査
に
比
べ
て
、
二
円
か
ら
三
円
値
下

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
店
頭
で
の
最

の
七
百
二
十
円
を
下
ま
わ
り
ま
し
た
。

灯
油
の
値
下
り
傾
向
は
、
通
産
省
の

全
国
調
査
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
通
産
省
で
は
、
①
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油
輸
出
国
機
構
）
に
よ
る

一
月
か
ら
の
値
上
げ
を
見
込
ん
で
、
元

売
り
会
社
が
十
一

、
育
成
学
級
の
あ

町
方
、
分
担
令
一
念
遜
協
力
金
制
廣
な

ど
に
つ
い
て
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
今
後

の
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

（1）

す
。さ

て
、
宇
治
市
の
場
合
、
赤
呈
丹

建
団
体
と
な
る
限
度
額
は
お
よ
そ
十

二
億
七
千
万
円
と
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
。昭

和
五
十
年
度
の
決
算
で
は
お
よ

そ
六
讐
一
千
万
円
の
累
積
赤
字
が
出

て
お
り
、
五
十
一
年
度
も
相
当
額
の

単
年
屡
學
が
出
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
何
と
し
て
も

昭
和
五
十
二
年
度
に
一
定
の
財
政
展

蜃
を
も
つ
中
で
、
今
年
度
の
赤
字
額

を
十
億
円
以
内
に
収
こ
め
る
た
め
、
・

人
件
費
を
含
む
事
務
事
業
の
総
点
検

に
も
と
づ
ぐ
財
源
の
節
減
を
す
欠
’
な

ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
て
、
努
力
を
し
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
再
建
団
体
転
落
へ
の
危

険
は
い
ぜ
ん
と
し
て
去
ら
ず
、
市
で

は
、
今
後
も
引
続
き
、
国
に
対
し
税

財
政
制
度
の
抜
本
的
改
革
を
要
求
し

て
い
く
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
洗

い
直
し
な
ど
内
部
努
力
を
さ
ら
に
す

す
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
‘
。
。

ＸＥＲＯＸ°Ｊ
Ｕ

Ｆ
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462

を
増
や
し
た
こ
と
、
②
産
業
用
重
油
の

値
下
が
り
に
灯
油
も
引
つ
ぱ
ら
れ
た
こ

と
、
③
消
賢
者
の
共
同
間
入
の
成
果
な

ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
か
、
宇
治
市
の
場

消
賢
牛
居
き
一
タ
ー
に
よ
る
三
回
の

灯
油
価
格
調
査
は
、
回
を
重
ね
る
た
ぴ

に
値
下
り
し
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
よ

ろ
こ
ぱ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
’

し
か
し
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
原
油
値
上
げ

膏
曰
前
に
し
て
石
油
元
売
り
各
社
は
。

「
原
油
値
上
り
分
は
全
石
油
製
品
の
価

格
に
転
嫁
す
る
」
と
い
う
方
針
を
う
ち

出
し
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
原
油
の
値
上
げ
は
、
物
価
動
向
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
灯
油
を
便
う

時
期
は
そ
ろ
そ
ろ
柊
り
ま
す
か
、
今
後

と
も
石
油
関
連
商
品
の
値
助
き
に
注
目

す
名
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
。

財
政
を
考
え
る

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

決算
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宇
治
茶
振
興
を

伊
勢
田
町
蔭
田

連
記
春
市
（
6
6
）

駅
前
は
、
家
で
い
え
ば
玄
関
、
人
で
い
え
ば
顔
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
市
で
は
、
よ
う
や
く
国
鉄
宇
治
駅
前
の
道
路
が
整
備
さ
れ
た
だ
け
で
、
駅
は
旧
態
の
ま
ま
。
十

四
万
の
人
口
の
街
の
駅
と
し
て
は
お

粗
末
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
。
宇
治
と
い
え
ば
荼
、
・
茶

と
い
え
ぱ
宇
治
’
ｍ
－
治
茶
は
全
国

的
に
知
ら
れ
て
い
る
宇
治
の
特
産
品

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
都
市
化
の
波
で

茶
園
が
無
残
に
宅
地
化
し
て
い
く
の

を
時
と
し
て
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

近
年
、
他
の
地
方
で
ね
黍
の
生
産

技
術
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す

住
宅
地
に
あ
る
優
良
茶
園
（
小
倉
町
）

が
茶
に
限
っ

‘ て
は

宇
治
は
先
覚
者
で

あ
り
、
宇
治
の
よ

さ
の
生
命
で
す
。

由
緒
あ
る
宇
治

茶
の
生
産
を
守
る

憲
味
か
ら
、
ま
す

ま
す
増
産
と
優
良

茶
製
造
技
術
の
向

上
に
格
段
の
配
慮

を
望
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民

課
業
務
に
お
け
る

連
絡
所
の
殷
置
な

ど
、
事
務
の
便
法

を
考
慮
さ
れ
て
い

る
現
状
で
は
ｔ
ｅ
ｓ
－

ま
す
か
、
こ
れ
に

よ
っ
て
全
て
が
解

消
さ
れ
た
と
は
申

せ
ま
せ
ん
。
す
で

に
京
都
Ｉ
Ｅ
の
一
行

政
区
以
上
の
市
勢
で
す
の
で
、
東
と

西
に
市
役
所
の
出
張
所
を
設
け
、
市

民
の
申
請
願
届
や
納
税
、
国
民
健
康

保
険
、
年
金
な
ど
の
事
務
を
取
り
扱

っ
て
、
少
し
で
も
最
寄
の
場
所
で
用

が
足
せ
る
よ
う
ご
検
肘
を
願
い
ま

す
。
。

◇
回
答
◇

▽
宇
治
市
に
は
平
等
院
を
は
じ
め
多

く
の
文
化
遺
産
が
あ
り
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
開

発
に
よ
っ
て
駅
勢
圖
人
口
も
増
大
し

今
後
と
も
こ
の
傾
向
が
続
く
Ｍ
ｈ
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
鉄
宇
治

駅
前
広
場
の
整
備
は
ぜ
ひ
必
要
な
事

業
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
す
で
に

国
鉄
会
侃
議
を
し
て
い
ま
す
の
で

・
今
後
、
各
関
係
者
の
協
力
を
求
め
て

早
期
に
芭
鷲
逢
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▽
人
口
の
集
中
と
そ
れ
に
と
も
な
う

宅
地
開
発
に
よ
っ
て
、
茶
園
面
積
は

曹
し
ぐ
減
少
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

茶
菓
は
、
都
市
に
お
け
る
興
業
に
共

通
し
た
環
境
の
悪
化
と
い
う
大
問
題

を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な

か
で
、
七
百
五
十
年
の
伝
統
を
絶
や

す
ま
い
と
、
茶
菓
農
家
を
先
頭
に
多

く
の
団
体
や
機
関
が
男
力
し
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
茶
を
。
緑
の
文

化
財
’
と
位
置
づ
け
、
茶
菓
に
対
し

て
各
種
事
業
補
助
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
茶
菓
振

通
を
長
時
間
に
わ
た
っ
て
し
ゃ
断
す

る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

◇
回
答
◇

▽
大
久
保
用
北
両
交
差
点
は
、
国
近

と
府
辺
が
ク
ラ
ン
ク
状
に
交
差
し
、

パ
ス
や
ダ
ン
プ
な
ど
の
大
型
軍
の
往

来
が
は
げ
し
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。
両
路
線
と
も
交
通
許
容
量
を
は

る
か
に
越
え
、
渋
滞
は
日
常
茶
飯
事

で
す
。
し
か
し
、
ご
提
案
の
よ
う
に

右
・
左
折
だ
ま
Ｓ
Ｍ
Ｊ
）
設
け
る
に
は
、

道
路
の
幅
員
が
現
状
の
ま
ま
で
は
足

り
ず
、
土
地
を
買
収
す
る
な
ど
し
て

這
路
々
孤
幅
す
る
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
近

鉄
踏
切
の
立
体
交
差
化
が
実
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
近
鉄
の
し
や
断
器
の
し
や
断
時
間

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
近
鉄
と
協
議

中
で
、
安
全
対
策
を
含
め
て
ご
意
見

の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▽
宇
治
市
の
交
通
機
関
は
他
市
へ
行

ぐ
場
合
、
全
股
的
に
便
利
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
市
役
所

へ
市
民
の
方
が
釆
庁
す
る
場
合
の
交

通
機
関
の
便
は
厩
く
、
と
く
に
伊
舅

田
地
区
や
小
倉
地
区
は
平
坦
部
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
便
で
す
。
ご

要
里
の
ｉ
Ｐ
ｆ
ｌ
Ｓ
の
設
置
は
、
そ
の
必
要

性
を
十
分
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
の
地
方
財
政
危
機
の
な
か
で
は

と
う
て
い
満
足
い
た
だ
け
る
も
の
は

不
可
能
で
す
。
当
面
は
、
「
市
役
所

連
絡
所
」
や
「
電
話
に
よ
る
昼
間
交

付
」
な
ど
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

週
に
一
回
で
す
が
、
京
都
市
で
は
十

年
ほ
ど
前
か
ら
週
二
回
収
集
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
宇
治
市
で
も
、
京
都

市
の
よ
う
に
週
二
回
の
ゴ
ミ
収
集
を

実
施
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
強
く
要
里

し
ま
す
。◇

回
答
◇

▽
昭
和
四
十
九
年
一
貢
に
、
市
と
ｒ
ｌ

ｉ
ｌ
ｉ
Ｋ
カ
宇
治
工
場
と
の
間
に
公
害
防

止
協
定
を
締
結
し
、
工
場
は
公
害
防

止
に
必
要
な
装
置
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
指
摘
の
排
煙
は
、
ボ
イ
ラ
ー
・

の
燃
焼
ガ
ス
が
排
煙
脱
硫
装
置
で
処

理
さ
れ
た
の
ち
に
排
出
さ
れ
る
無
害

の
蒸
気
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
宇

治
市
で
は
京
都
府
と
と
も
に
定
期
的

不法投棄をなくしまちをきれいに

に
予
算
を
便
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
の
手
で
で
き
る
こ
と
は
大
い
に
協

力
し
て
、
宇
治
市
を
美
し
い
町
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

行
政
も
予
算
不
足
を
宥
板
に
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
町
内
会
単
位
に

で
1
Ｍ
ぐ
話
し
合
っ
て
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

年々増えるゴミ収集量

に
総
合
的
な
立
入
検
査
を
行
い
、
施

設
が
正
し
く
管
理
さ
れ
て
い
る
か
を

監
視
し
て
い
ま
す
。

▽
市
で
は
、
建
設
省
の
宇
治
川
改
修

計
画
に
関
し
て
、
現
在
、
宇
治
橋
付

近
景
観
保
全
対
策
協
議
会
へ
諮
問
し

大
型
車
の
通
行
規
制
を

広
野
町
大
開

山
口
喜
弘
（
3
7
）

城
用
高
校
入
口
か
ら
大
開
小
学
校
ま
で
の
間
の
車
公
害
に
つ
い
て
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
開
校
し
た
大
開
小
学
校
の
建
設
当
時
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
カ
ー
、
ミ
キ
サ
ー
カ
ー
な
ど
の
工
事
用
車
両
の
傍
若
無
人
な
走
行
に
よ
る
振
動
や
騒
音
、
土
ぽ
こ
り
で
、
私
は
精
神
的
、
肉
体
的
、
物
質
的
に
ひ
ど
い
目
に
あ
い
ま
し
た
。
こ
の
遭
略
は
市
道
で
、
公
安
委
員
会
の
三
十
キ
＝
μ
の
速
度
制
限
も
あ
り
、
当
時
は
、
『
工
事
用
車
両
最
徐
行
』
の
宥
板
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
一
ヨ
局
と
建
設
会
社
で
確
認
さ
れ
た
は
ず
の
「
徐
行
」
と
い
う
こ
と
す
ら
も
ホ
ゴ
に
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
団
地
造
成
が
始
ま
る
と
か
始
ま
っ
た
と
か
。
原
因
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
。
再
び
ダ
ン
プ
な
ど
の
往
来
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
今
後
も
こ
の
’
よ
う
な
迷
想
に
対
し
て
、
じ
っ
Ａ
Ｊ
ｌ
え
忍
ぱ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
第
二
宇

治
橋
の
架
橋
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

▽
週
二
回
の
ゴ
ミ
収
集
は
、
市
と
し

て
も
一
日
も
早
く
実
施
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
晏
里
に
お
答
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
宇
治

市
は
’
雫
有
数
の
人
口
急
増
都
市
で

収
集
区
域
が
逐
次
拡
大
し
て
お
り
、

現
在
の
人
員
・
檄
材
で
は
、
週
一
回

し
か
収
集
で
き
な
い
状
態
で
す
。
ま

た
週
二
回
収
集
冷
笑
厖
し
ま
す
と
、

ゴ
ミ
の
量
が
現
在
の
二
、
三
割
増
と

な
り
、
す
で
に
処
理
の
限
界
に
き
て

い
る
長
谷
山
清
掃
工
場
（
城
陽
市
）

以
外
に
第
一
一
清
掃
工
場
を
建
設
し
な

い
と
不
可
能
と
い
え
ま
す
。
こ
の
た

め
に
も
、
何
と
し
て
も
第
二
清
掃
工

場
を
早
期
に
建
設
し
、
週
二
回
収
集

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

よ
う
か
。

警
察
や
公
安
委
員
会
と
の
か
ね
あ

い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
独
自

で
規
制
で
き
る
も
の
は
規
制
を
希
望

し
ま
す
。
た
と
え
ぱ
、
団
地
造
成
の

場
合
は
市
に
申
請
が
出
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
こ
で
チ
エ
ｙ
ク
を
し
、

誰
に
も
迷
想
が
か
か
ら
な
い
方
法
で

や
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

『
く
ら
し
を
守
る
』
と
か
、
「
住

み
よ
い
ま
ち
」
に
反
し
な
い
よ
う
に

ぜ
ひ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◇
回
答
◇

▽
大
開
小
学
校
の
建
設
当
時
に
受
け

ら
れ
た
被
害
に
対
し
、
事
業
主
と
し

ま
し
て
深
く
お
わ
ぴ
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
こ
の
よ
う
な
工
事

に
際
し
ま
し
て
は
十
分
に
注
意
を
払

っ
て
い
き
た
い
盗
疋
ま
す
。
ま
た

現
在
、
大
型
車
が
通
行
す
る
と
あ
り

ま
す
が
、
大
規
模
な
宅
地
造
成
が
あ

れ
ば
事
前
に
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
協
議
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
な
い
と

こ
ろ
を
み
ま
す
と
短
期
間
の
工
事
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
鴻
池
の
団
地
造
或
は
大

規
模
な
エ
事
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

開
発
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
段
階
で

来
年
に
は
水
道
工
事
に
入
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一会員募集中－水泳を通じたくましい身体と心を鍛えましよう／／

送迎バスの便あ，り‥‥‥・3月より新路線運行

卜・小倉・伊勢田・大久保コース
Ｓ1神明・宇治橋・蔭山コース（3月運行予定）
●・久津川・寺田・富野コース（3月運行予定）
トくずは・男山団地・八幡コース

入学資格……3才以上

●風邪の予防・小児ゼンソクの治療に最適です。

●新入生徒は能力に応じて各クラスに入学できます。

●室内温水プールで真冬でも水温30°Ｃ，室温35°Ｃと

快適な環境で学べます。

同／ｃ≫ｖ＾ｘ大回おｆＯＢ会主・スイミングスク←ルＴＥＬ“（0774）43―8100
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第
二
宇
治
橋
の

早
期
建
設
を

宇
治
半
白

太
田
勇
（
5
3
）

ま
ず
第
一
に
、
市
内
に
あ
る
云
一
チ
カ
エ
場
の
排
煙
は
、
ど
の
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、
宇
治
川
に
架
け
て
あ
る
橋

梁
が
非
常
に
少
な
い
。
と
く
に
、
最

近
は
自
動
車
が
ふ
え
て
、
宇
治
橋
は

交
通
渋
滞
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
隠
元
橋
と
宇
治
橋
の
間

に
Ｉ
カ
所
、
発
電
所
の
ｗ
に
一
カ

所
、
計
二
つ
の
橋
の
取
り
つ
け
を
希

望
し
ま
す
。
’

さ
ら
に
、
宇
治
市
の
ゴ
ミ
収
集
は

市民の声から

み
ん
な
で

ま
ち
を
美
し
く

槙
島
町
十
六

藤
野
良
蔵
（
5
9
）

町
を
碑
し
く
す
る
と
い
う
の
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。
道
路
を
整
備
す
る
と
か
、
水
路
忿
一
全
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
行
政
に
頼
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
清
掃
す
る
と
い
う
こ
と
は
だ
れ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
数
年
前
、
台
湾
旅
行
を
し
た
と
き
台
北
の
街
が
非
常
に
美
し
く
、
煙
草
の
吸
い
が
ら
な
ど
ゴ
ミ
ー
つ
な
い
の
に
感
心
し
ま
し
た
。
台
北
の
知
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
政
府
の
要
爾
で
市
民
み
ん
な
が
自
分
の
家
や
所
有
地
な
ど
の
道
路
付
近
、
ま
た
周
囲
の
道
路
を
、
自
分
の
買
任
で
隋
掃
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
が
住
ｉ
）
町
＊
！
3
た
ち
の
手

で
美
し
く
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
み
ぞ
や
通
路
の
清
掃

や
、
雑
草
取
り
な
ど
を
常
に
し
て
い

る
な
ら
ぱ
そ
ん
な
に
手
間
の
か
か
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
み
ん

な
が
そ
の
気
に
な
っ
て
、
た
と
え
一

週
間
に
一
回
で
も
奉
仕
を
す
れ
ぱ
、

美
し
い
町
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

行
政
も
予
ｍ
ｍ
’
大
事
な
事
業

近
鉄
大
久
保
駅
付

近
の
交
通
緩
和
を

広
野
町
西
裏

森
進
治
（
2
0
）

近
鉄
大
久
保
駅
付
匹
の
交
通
対
策
に
つ
い
て
、
意
見
を
甲
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
家
業
は
喫
茶
店
と
自
動
軍
販
売
整
備
業
で
す
が
、
大
久
保
交
差
点
の
混
雑
に
よ
っ
て
、
京
都
市
内
の
仕
入
れ
先
に
配
達
回
数
’
Ｍ
’
Ｍ
ｊ
れ
た
り
、
ま
た
、
納
軍
引
き
取
り
な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
し
て
営
業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
昨
年
八
月
に
市
建
設
部
が
発
表
し
た
「
Ｓ
字
バ
イ
パ
ス
案
」
は
案
と
し
て
高
く
評
価
し
ま
す
が
、
問
題
は
そ
の
ｉ
ｍ
ｍ
に
あ
り
ま
す
。
二
年
先
な
ら
ば
、
二
年
先
ま
で
市
民
は
損
失
旁
父
け
っ
ぱ
な
し
に
な
り
ま
す
。
通
行
車
両
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
の
に
な

ぜ
停
滞
す
る
の
で
し
Ｊ
う
か
。

そ
こ
で
、
停
滞
を
少
し
で
も
緩
和

す
る
た
め
に
、
応
急
策
と
し
て
二
点

を
要
里
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
大
久
保
用
北
両
交
差
点
に

有
甜
だ
ま
り
を
国
忿
巳
妥
爾
し
ｕ
．

い
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
、
交
差
点

の
用
は
土
地
買
収
を
し
な
く
て
も
、

京
都
相
互
銀
行
前
の
ぐ
ぱ
み
を
北
側

直
ａ
車
通
行
帯
と
し
て
利
用
す
れ
ば

通
行
区
分
帯
の
境
界
線
を
塗
布
す
る

だ
け
で
可
能
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
近
鉄
に
対
し
、
踏
切
の
一

電
軍
当
た
り
の
し
や
断
時
間
を
京
阪

や
阪
急
な
ど
の
他
の
私
鉄
と
同
じ
時

間
に
す
る
よ
う
希
里
し
ま
す
。

京
都
行
の
電
車
の
場
合
、
乗
降
開

始
は
お
ろ
か
駅
に
停
車
も
し
て
い
な

い
う
ち
か
ら
欝
報
器
々
叫
ら
し
た
り

列
軍
が
行
き
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
し
ゃ

断
器
が
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

鉄
道
輸
送
の
安
全
と
は
、
直
路
交

新市長に望む
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練
習
の
成
果
を
披
露

市
民
音
楽
会

－ルグコ茶つみ娘の衣装で宇治音頭を合唱するマザーフロッ

ひ
と
つ
ひ
と
つ
音
を
確
か
め
る
よ
う

に
、
木
琴
や
太
鼓
を
打
つ
宇
治
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
器
楽
合

奏
、
育
友
会
の
マ
マ
さ
ん
に
よ
る
み
ご

と
な
コ
ー
フ
ス
ー
さ
る
二
月
六
日
、

第
十
五
回
市
民
音
楽
会
か
市
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
昨
年
の
約
二
倍
に
あ
た

る
十
七
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
。
こ
の
日

の
た
め
に
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
成

果
を
披
露
し
よ
う
と
大
熱
演
。
つ
め
か

け
た
三
百
人
の
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手

か
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
を

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
と
し
て
『
宇
治
市
政

だ
よ
り
』
を
毎
月
一
日
、
十
一
白
、

二
十
一
日
に
、
新
聞
折
取
込
み
等
を

通
じ
て
お
届
け
し
て
い
ま

す
。『

宇
治
市
政
だ
よ
り
』

で
は
、
現
在
、
各
。
ペ
ー
ジ

の
下
段
二
股
分
を
広
告
欄

望
の
方
は
次
の
寡
項
に
ご
留
意
の
う

え
市
役
所
文
書
広
報
課
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
広
告
欄
の
大
き
さ
は
、
タ
テ
六
・

市
政
だ
よ
り

広
告
を
募
集

と
し
、
広
告
料
ｍ
発
行
に
必
要
な

諮
経
費
の
一
部
に
あ
て
て
い
ま
す
。

こ
の
広
告
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

五
り
肩
、
ヨ
コ
二
十
三
・
五
ｒ
ｓ

で
す
。

▽
広
告
料
金
は
、
一
回
五
万
円
で
す

が
、
凸
版
を
市
で
製
作
す
る
場
合

い
ま
、
四
つ
の
集
会
所
か
。
’
二
月
二
十
日
の
オ
ー
プ
ン

め
ざ
し
て
最
後
の
仕
上
げ
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
苦
し
い
財
政
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

願
い
を
実
現
し
た
も
の
で
、
広
野
町
の
「
奥
広
野
集
会
所

」
と
宇
治
の
「
妙
楽
集
会
所
」
は
市
か
建
設
。
伊
勢
田
町

の
「
中
の
田
集
会
所
」
と
「
名
木
集
会
所
」
は
宅
造
指
導

要
綱
に
も
と
づ
い
て
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
、
木
造
平
屋
建
て
の
小
規
模
集
会
所
で
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
活
動
や
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
使
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

4
つ
の
集
会
所
が
誕
生

た
は
こ
は

宇
治
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

に
は
そ
の
実
費
を
あ
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

な
お
、
公
共
刊
行
物
と
し
て
の
品

位
を
傷
つ
け
た
り
、
ａ
序
艮
俗
に
反

お
願
い
し
た
り
、
掲
載
を
お
断
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

（
文
書
広
報
課
）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
の
『
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
』

は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
芳
志

に
よ
り
、
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
札
申
し
上
げ
ま

す
。

募
金
額
・
：
五
百
七
十
万
四
千
三
十
三
円

前
年
比
・
・
・
二
三
・
七
％
・

共
同
募
金
会
宇
治
地
区
支
一
一
一
）
（
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議

自
転
車
の
盗

難
に
ご
注
意

通
勤
や
買
い
物
な
ど
に
自
転
車
が
よ

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
、
自
転
車
の
盗
難
が
あ
い
つ
い
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
自
転
軍
か
ら
離
れ
る
と
き

カ
ギ
を
か
け
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
被

害
で
最
も
多
い
の
が
、
カ
ギ
を
か
け
て

い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

カ
ギ
の
か
か
っ
て
い
な
い
自
転
車
は

盗
難
に
あ
い
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
少

年
た
ち
を
非
行
へ
と
苧
つ
面
も
持
っ
て

い
ま
す
。

自
転
軍
に
は
、
自
転
車
防
犯
登
録
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
住
所
、
氏
名
を
書

い
て
所
有
者
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

自
転
軍
か
ら
畷
れ
る
と
き
は
必
ず
カ
ギ

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

（
宇
治
警
察
署
）

464

こ
の
大
会
は
、
社
会
教
育
に
関
心

の
あ
る
市
民
や
団
体
が
、
お
互
い
に

交
流
と
学
習
を
深
め
、
’
社
会
教
育
の

充
実
を
は
か
る
た
め
行
う
も
の
で

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
か
ら
2
月
2
1
日
ま
で
の
間
に
、

社
会
教
育
課
へ
。

－
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
・
・
2
月
2
4
日
（
木

）
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
、
木

幡
小
学
校
で
。

○
参
加
を
希
望
さ
れ
る
万
は
上
履
き

持
参
で
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

■
映
両
の
つ
ど
い

映
画
を
と
お
し
て
、
人
々
の
牛
辰

か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
歴

史
や
文
化
に
接
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
…
2
月
1
9
日
（
土
）

午
後
2
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館

▽
上
映
作
品

平
安
文
化
（
カ
ラ
ー
5
0
分
）

東
山
文
化
（
カ
ラ
ー
4
5
分
）

’
入
場
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
ｙ

－
み
ん
な
の
広
場
の

公
開
放
送

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
で
は
、
宇

治
市
と
宇
治
市
教
育
委
員
会
と
の
共

催
で
、
「
宇
治
市
み
ん
な
の
広
場
」

を
開
き
ま
す
。

全
国
に
放
送
さ
れ
る
番
組
に
、
直

接
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Λ
ラ
ジ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
Ｖ

2
月
2
7
日
（
日
）
の
午
後
2
時
か

ら
城
南
高
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
出
演
者
は
、
ア
ル
ト
歌
手
成
田

絵
智
子
、
バ
リ
ト
ン
歌
手
平
野
忠
彦

ギ
タ
リ
ｙ
ト
荘
村
清
志
で
、
「
叱
ら

れ
て
」
、
「
ア
ル
ハ
ー
ン
ブ
ラ
宮
殿
の

思
い
出
」
ほ
か
。

3
月
2
7
日
（
日
）
午
傑
…
蒔
2
0
分

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
放

送
さ
れ
ま
す
。

Λ
お
国
自
慢
に
し
ひ
が
し
▽

3
月
3
日
（
木
）
の
午
後
6
時
半

か
ら
そ
Ｉ
チ
カ
宇
治
工
場
体
育
館
で

開
か
れ
ま
す
。
出
演
者
は
、
都
は
る

み
、
菅
原
洋
一
、
石
川
さ
ゆ
り
、
富

永
一
朗
、
そ
れ
に
、
地
元
の
み
な
さ

ん
方
で
、
司
会
は
相
川
浩
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
す
。
3
月
2
3
日
（
水
）
午
後

8
時
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
往
復
ハ
ガ

キ
に
催
し
名
を
記
入
し
、
〒
六
〇
二

防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

テ
レ
ビ
で
放
送

最
近
、
近
畿
地
方
に
も
影
響
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
熊
野
灘
地
震
な
ど
が

う
わ
さ
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
中
で
も
地
震
に
対
し
て
い
ろ

い
ろ
と
話
し
合
い
や
、
避
離
対
策
な

ど
を
考
え
ら
れ
た
り
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

・
全
国
の
テ
レ
ビ
局
で
も
、
こ
う
い

っ
た
問
題
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
て

報
道
し
て
い
ま
す
の
で
、
わ
が
家
の

地
震
対
策
、
職
場
の
地
震
対
策
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
関
西
テ
レ
ビ

「
そ
の
と
き
あ
な
た
は
」

‐
く
ら
し
の
中
の
防
災
－

0
2
月
1
3
日
・
：
が
け
地
で
地
震
に

あ
っ
た
ら

0
2
月
2
0
日
…
地
盤
の
弱
い
と
こ

ろ
で
地
震
に
あ
っ
た
ら

0
2
月
2
7
日
・
：
地
下
鉄
で
地
震
に

あ
っ
た
ら

0
3
月
6
日
・
・
・
家
具
の
整
理
は
で

き
て
い
ま
す
か

0
3
月
1
3
日
・
・
・
非
常
持
出
品
を
用

意
し
て
い
ま
す
か

0
3
月
2
0
日
・
・
・
簡
易
救
急
法
を
し

っ
て
い
ま
す
か
（
そ
の
Ｉ
）

0
3
月
2
7
日
・
・
・
簡
易
救
急
法
を
し

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
丸
太
町
下

ル
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
宇
治
市
み
ん

な
の
広
場
係
に
2
月
1
3
日
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

つ
て
い
ま
す
か
（
そ
の
二
）

い
ず
れ
も
、
午
前
8
時
2
5
分
か
ら

5
分
間
。

▼
饒
売
テ
レ
ビ

「
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
7
」

－
防
災
ミ
二
百
科
－

0
2
月
1
7
日
…
大
地
震
と
災
害

＝
世
界
と
大
地
震
＝

0
2
月
2
4
日
・
：
地
震
と
地
盤

0
3
月
3
日
・
・
・
地
震
と
予
知

0
3
月
1
0
日
・
・
・
本
震
と
余
震

0
3
月
1
7
日
・
：
マ
グ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｋ
ｔ
－
ド

と
Ｉ
ｆ
ｅ
ｉ

0
3
月
2
4
日
・
・
・
震
度
5
／
あ
な

た
は
？

0
3
月
3
1
日
…
地
震
の
知
識

い
ず
れ
も
、
午
前
1
0
時
5
5
分
か
ら

1
0
分
間
。

（
消
防
本
部
）

■
第
4
回
宇
治
市
社
会

教
育
研
究
大
会

宇
治
市
教
育
委
員
会
と
第
4
回
社

会
教
育
研
究
大
会
実
行
委
員
会
で
は

第
4
回
社
会
教
育
研
究
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
2
月
2
0
日
（
日
）
午
後

○
時
半
か
ら
4
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
1
宇
治
市
民
会
館
、
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
お
よ
ぴ
宇
治
商
工

会
議
所
（
分
科
会
に
分
れ
る
）

▽
基
本
テ
ー
マ
・
・
・
。
健
康
で
豊
か
な

人
づ
く
り
、
明
る
い
平
和
な
町
づ

ぐ
り
実
現
の
方
向
と
加
策
を
考
え

よ
う
″

ま
た
、
「
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り

と
住
民
の
学
習
」
と
題
す
る
基
調
謂

漓
を
立
命
館
大
学
の
谷
岡
武
雄
教
授

に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
第
4
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
テ
｝
一
ス
・
・
・
開
設
は
3
月
1
3
日
か
ら

3
月
2
7
日
ま
で
の
日
曜
、
祝
日
の

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
、
黄
衆

公
園
で
。
対
象
は
一
般
社
会
人
。

登
録
料
五
百
円
。
先
着
四
十
名
で

締
め
切
り
。

▽
卓
球
・
・
・
開
設
は
3
月
2
日
か
ら
3

月
3
0
日
ま
で
の
毎
週
水
腫
日
の
午

後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
、
木
幡
中

学
校
で
。
対
象
は
中
学
生
以
上
。

登
録
料
三
百
円
。
先
着
三
十
名
で

締
め
切
り
。

○
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
、
2
月
1
2

告
知
板

まちの話題
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